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ちきゅうフレンズ
「オーストラリアと⽔」

先⽣向け研修
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研修の⽬的

• 教材/ワークブック/アクティビティなどの各要素を簡単に
ご理解頂き、各園様で、どの章をやってみようかな、な
どのあたりをつけて頂く

• 進めるにあたって、少なくともご理解頂けると、こどもたち
とコミュニケーションがしやすい内容についてのみ重点的
に補⾜する

当研修の⽬的
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今⽇の⽬次

1. 進め⽅
2. ストーリーのポイント
3. 教材・ワークブックのポイント
4. 参考アクティビティ
5. 各教材の場所
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今⽇の⽬次

1. 進め⽅
2. ストーリーのポイント
3. 教材・ワークブックのポイント
4. 参考アクティビティ
5. 各教材の場所
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おおよそ、5-7⽉にオーストラリア編、8-10⽉にケニア編、10-12⽉に
シンガポール編、を想定していますが、すでに教材はフルオープンして
いますので、基本的にいつどれを実施頂いても構いません。

各回の実施スケジュール（⽬安）

3⽉2⽉1⽉12⽉11⽉10⽉9⽉8⽉7⽉6⽉5⽉4⽉

オーストラリア
と⽔

ケニアと
⽣き物

シンガポール
と⼈

総集編
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各回の実際の進め⽅

絵本読み聞かせ 保護者へ”開始”
のご案内

デジタル絵本
前編

教材＆
ワークブック

園での
アクティビティ

デジタル絵本
後編

(必要に応じて)
保護者報告

フォーマット活⽤

5セットあります。
全て実施いただいてもOK︕
⾶び⾶びで実施もOK︕

参考アクティビティリストを
⽤意しています

先⽣向け
補⾜資料を

⼀読

「オーストラリアと⽔」が完了︕
次は、「ケニアと⽣き物」へ︕

事前に実施 各回の
プログラムが
本格スタート

▼
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オーストラリアや⽔に関して、先⽣⽅に、ぜひとも知っていただきたい内容を、
「先⽣向け補⾜資料」としてご提供します。

［参考］先⽣向け補⾜資料イメージ（⼀部抜粋）
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オーストラリア編の解説

先⽣向けに、オーストラリアの実情や、絵本と教材の意図等をお伝えし
ていきます。
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オーストラリアは深刻な⽔不⾜に悩む国です。

なぜ、オーストラリアと⽔︖
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絵本で紹介する⽔に関するエピソードは、全て実話です。

⽔不⾜時のオーストラリア



12© Thinkalot inc. All Rights Reserved.

⾬が降らないと、空気が乾燥し、⽕災が起きやすくなります。
特に、コアラの森（ユーカリ）は燃えやすく、多くのコアラが命を落とす⽕災も発
⽣しています。

コアラと⽔
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オーストラリアの⽅々に伺ったところ、とりわけ”オーストラリアの⽣き物”として、
考えているのは、以下の⽣き物たちだそうです。

オーストラリアの⽅々がとりわけ愛着を持つ⽣き物たち
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ウミガメは、クラゲなどのえさと間違えて、⼤量のビニール袋などを⾷べてしまう
ことが多く確認されています。

ウミガメと海洋ゴミ
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グレートバリアリーフなどのサンゴ礁は、多くの⽣き物の棲み処ですが、温暖化に
よって、危機的な状況にあります。

サンゴ礁の危機
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⽇本とオーストラリアは、捕鯨をめぐって、完全対⽴状態となってしまっています。

捕鯨をめぐる、⽇本とオーストラリアとの対⽴
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オーストラリア編の教材・ワークブック構成

オーストラリア編の教材＆ワークブックは以下5種類を⽤意。

1 オーストラリアのことおぼえ
た︖

オーストラリアについて、楽しく触れるもの。
（続くケニア・シンガポール編も同様）

2 あめはすき︖ ⾬が循環して、⽔道⽔として使われるまでの仕
組みに触れるもの。

3 ウミガメをくるしめているのは
だれ︖

海洋ごみの原因や、それによって遠いところに
住む海の⽣き物への影響に触れるもの。

4 クマノミのおうち ⽕⼒発電をはじめ、CO2排出などによる気候変
動により、サンゴ礁への影響に触れるもの。

5 うみのクジラはなんとう︖ 国によって捕鯨に関する考え⽅のちがいなど、
意⾒が折わないことのむずかしさに触れるもの。
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• ⽇常の⼿洗いで使っている
お⽔の量をわかりやすく
理解する

• 節⽔の⼤切さを考える

関連ゴール

• 園内（⽔道がある場所） • 空の２Lペットボトル×2本

① ２Lのペットボトルにお⽔を⼊れる
② そのうちの1本を使って、⽯鹸やハンドソープを使って泡⽴て

ている間も、ペットボトルから⽔を流たままにして、⼿を洗う
③ 次に、もう1本は、最初に流すときと、⽯鹸やハンドソープの

泡を流すときだけ、ペットボトルから⽔を流すようにして、
⼿を洗う（⽯鹸やハンドソープをつけたり、泡⽴てる間は、
⽔を流さないようにする）

④ 2本のペットボトルのお⽔の残量を⽐較して、⽬で節⽔の⼤切
さを理解する

『オーストラリアと⽔』参考アクティビティ

⽔をどれだけ使っているかな
#01

狙い 実施場所 ⽤意するもの

内容
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• きれいな⽔をつくる⼤変
さ・むずかしさを知る

関連ゴール

• 園内（どこでも） • 空の2Lペットボトル
• 脱脂綿
• 布（ガーゼなど）
• ⼩⽯、砂利、活性炭、砂
• 透明なコップ

① 濁っていることがわかる程度の泥⽔を透明な２Lのペットボト
ルに⼊れ、こどもたちに⾒せる

② もう⽚⽅のペットボトルや布、脱脂綿、⼩⽯など、を使って濾
過装置をつくる※作り⽅は以下サイトがわかりやすいです
https://www.honda.co.jp/kids/jiyuu-kenkyu/middle/30/

③ 泥⽔を濾過するたびに透明なコップに⼊れていき、だんだん泥
⽔がきれいになっていくことをこどもたちに体感してもらう

[注意]
濾過された⽔も健康を害する可能性がありますので、決して飲まな
いようにしてください

『オーストラリアと⽔』参考アクティビティ

きれいなお⽔をつくってみよう
#02

狙い 実施場所 ⽤意するもの

内容
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• 実際にプラごみを拾うこと
で、ゴミがどこから来て、
どういう影響を与えるか考
えるきっかけにする

関連ゴール

• 街中・公園など、ゴミが落
ちていやすい場所

• 軍⼿ or ゴミ拾い⽤トング
• ビニール袋

① 事前に、教材3「ウミガメをくるしめているのは誰？」を実施
いただいてからの⽅が、より、こどもたちが考えやすいです

② 街中、公園など、園の付近で、ごみが落ちて居やすそうなとこ
ろをこどもたちと散歩する

③ こどもたちと、プラスチックごみを探す
④ ゴミを⾒つける度に、「何のごみかな？」「どうして落ちてい

るのかな？」「このまま放っておいたらどうなるかな？」など
コミュニケーションをしながら拾っていく（清掃が⽬的ではな
く、ゴミについて考えることが⽬的の為、黙々と拾わない）

『オーストラリアと⽔』参考アクティビティ

プラスチックごみをさがそう
#03

狙い 実施場所 ⽤意するもの

内容
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• 普段の暮らしの中で、どれ
だけ電気を使っているか、
意識をする

関連ゴール

• 各家庭
• 園

• メモ⽤の画⽤紙など

① 事前に教材４「クマノミのおうち」を実施頂き、電気を作る・
使うことによる環境への影響を理解してからの⽅が効果的です

② 各家庭で、なにに電気を使っているか、こどもたちが調べて、
画⽤紙などのメモに書いてくる（例：洗濯機、など）。⽂字で
も絵でもOK

③ 園で持ち寄り、何⼈かで発表・共有する
④ ご家庭巻き込みが難しければ、園内で、電気を使っているもの

をみんなで探す、でも良いかと思います
[ご参考]
少し踏み込んで、家電別の電気使⽤量はネットで簡単に検索できるため、⼀番電気が使
われているものはどれだろう？などをクイズ形式で考えるのも、⾯⽩いです

『オーストラリアと⽔』参考アクティビティ

何に電気を使っているのかな
#04

狙い 実施場所 ⽤意するもの

内容
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• 国際的にも注⽬される鯨に
関⼼を持つ

関連ゴール

• 園内
• 近くのスーパー

• パソコン
• 図鑑など

① 事前に教材５「うみのクジラはなんとう？」を実施いただいて
からか、アクティビティを実施いただいてから、同教材を実施
頂けると、こどもたちの関⼼が深まるかと考えています

② オーストラリアや⽇本近海のクジラに、どんな種類がいて、ど
んな特徴があるかをみんなで調べてみる（多くの図鑑がありま
すし、PCが使えれば動画なども検索できます）

③ 「⾷べる対象としてのクジラ」として、⽇本をはじめ世界でど
んな種類のクジラが⾷べられているかも⾒てみる

④ PCを使い、通販サイトや、⼤型のスーパーに⾏き、鯨⾷品が
どんなものがあるか⾒てみる
※⼤型スーパーでは、鯨ベーコンや⽸詰などが販売されていることがあります

『オーストラリアと⽔』参考アクティビティ

クジラを知ろう
#05

狙い 実施場所 ⽤意するもの

内容
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実サイトでご説明
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